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ヤドカリ類の分類学，最近の話題-オキヤドカリ科 

朝倉彰* • 太 田 秀 〃 • 渡 部 元 ” 

イギヨウシンカイヤド力リの曰本からの発見 

朝倉
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 >で紹介した深海のオキヤドカリ科 

Parapaguridaeの稀種イギヨウシンカイヤドカリ 

Tylaspis anomala Henderson, 18852>(図1)が，日本 

の海域にも分布していることが，最近の東京大学海 

洋研究所の白鳳丸の調査で明らかになったので，報 

告する。その調査を通じ今回，抱卵メスが初めて採 

集された。また今回,初めて本種が生きている時の 

色彩が,採集された直後の船の上で確認され，写真 

が撮影されたので，あわせて紹介する。 

本種はヤドカリとしてはかなり特殊な形をして 

おり，極端に長tゝ脚をもち，甲後半は石灰化し表面 

は棘で覆われる。そこだけみていると力ニのようで 

あるが，甲にはその後端からふつうのヤド力リと同 

じような，柔らかい腹部がついている。 

本種は，イギリスの有名なチャレンジャー 

(Challenger)号の1872 ~1876年の航海によって， 

南太平洋の水深4,344 mの深海から，オス1個体が 

採集され,Hendersonによって1885年に記載され
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Recent topics on taxonomy of hermit crabs from Japanese waters — Family Parapaguridae 
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*sSuguru Ohta, Hajime Watabe / Ocean Research Institute, University of Tokyo 

Abstract: The unusual deep-water hermit crab Tylaspis anomala Henderson, 1885, was collected from southern 
Japan during the R/V Hakuho-maru (Ocean Research Institute, University of Tokyo) cruises in 1995 by 3 m span 
Sigsby-Agassiz type beam trawl. This is the first record of this species from the Japanese waters, as it was previously 
recorded from north east of Easter Island, New Caledonia and east of Guam. Color in life is recorded for the first 
time; the animal is totally red. An ovigerous female is collected for the first time. All of the Japanese specimens are 
housed in the Natural History Museum and Institute, Chiba;1 ov•半，SL (shield length)=12.35 mm, SE off Oki-no-Daito-
Ridge , 24°46.29'N~24°48.31'N’ 130°07.02'E~ 130°09.13'E, 4,458—4,464 m, KH-95-02, St.010,15 July 1995， 
CBM-ZC;1罕，SL = 9.10 mm, SE off Oki-no-Daito-Ridge, 24°46.29'N�24�48.3ドN,130°07.02'E�130�09.13'E， 
4,441-4,447m, KH-95-02, St.006,15 July 1995，CBM-ZC;1半，SL = 9.05 mm,1 juvenile, SL = 5.35 mm, west of 
the Ryukyu Trench, 24°56.40'N~24°57.66'N, 127°23.32'E~ 127°24.76'E, 3,444-3,558 m, KH-95-02, St.006, 
13 July 1995, CBM-ZC;1,，SL=12.85 mm, west of the Ryukyu Trench, 24°47.05'N~24°48.07'N, 127°20.85'E 
~127°22.17'E, KH-95-02, St.807, 3,923-4,123 m,13 July 1995, CBM-ZC. 

Keywords: Tylaspis anomala, deep sea, new to Japan, live coloration, OKi-no-Daito-Ridge, Ryukyu Trench 

標本はイギリスの自然史博物館に保管された 

(NHM 1888: 33)�その後，アメリ力のアルバトロス 

(Albatross)号調査でイースター島北東沖の水深 

図1豢イギヨウシンカイヤドカリ，抱卵半，シールド長，12.35 
mm,沖大東海嶺の南西沖,CBM-ZC。上面図。 

Fig.1 Tylaspis anomala Henderson ,1885 : ov.半，SL = 
12.35 mm, SE off Oki-no-Daito-Ridge, CBM-ZC. 
Dorsal view. 
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4,143 mからオス2個体，メス2個体が採集され 

(USNM 168482)，これは最初の本種のメス個体の 

発見であり，パリ自然史博物館のde Saint Laurent3' 
によって記載された。さらに近年，フランスがおこ 

なったニューカレドニアでの調査でも2個体のオス 

が,水深3，680mより採集された(MNHNPg5533)� 

これらの個体は腹部がイソギンチャクで覆われ，そ 

れによって腹部を保護していた。またモスクワ国立 

大学の動物学博物館にも，グアム島の東沖の水深 

3,680�4，344 mの海域で採集された1個体のオス 

の標本がある（ZMHMMa-4831)�これらの標本は 

スミソニアン博物館のRafael Lemaitre氏によって 

再度詳しく研究され，1998年に論文として発表され 

た
4

)。このTylaspis属には,その後新しい種は発見 

されていないので，現在のところー属一種である。 

結局これらの情報をすべてあわせると，1998年 

時点において，分布域はイースター島の北東沖， 

ニューカレドニア，グアム島の東沖の，水深3，680 
�4，344mの範囲ということであった

4

)。 

今回本種が発見された日本の海域の情報を要約 

すると沖大東海嶺の南西沖および琉球海溝西部海 

域の水深3，444 ~ 4,464 mの範囲となる。採集は， 

すべて東京大学海洋研究所調査船白鳳丸による3 

m幅Sigsby-Agassizタイプのビームトロ一ルでの 

採集である。その詳細は以下のようである。 

日本産観察標本：1抱卵メス，シールド長12.35 

mm,沖大東海嶺の南西沖,24°46.29' N~24°48.31'N 
および130°07.02'E~130°09.13'Eの範囲の海域，水 

深 4,458 ~ 4,464 m，KH -95-02 , St. 010,1995 年 7 

月15日採集，CBM-ZC;1メス，シールド長9.10 
mm,沖大東海嶺の南西沖，24°46.29' N�24°48.31'N 
および130°07.02'E�130°09.13'Eの範囲の海域， 

水深 4,441 ~ 4,447 m , KH-95-02, St. 006,1995 年 

7月15日採集，CBM-ZC;1メス，シ一ルド長9.05 

mm,1幼稚体，シールド長5.35mm，琉球海溝の西， 

24°56.40'N~24°57.66'N および127°23.32'E � 

127°24.76'Eの範囲の海域,水深3,444〜3,558 m, 
KH-95-02,SL006，1995 年 7 月13 日採集,CBM-ZC; 
1オス，シールド長12 .85 mm，琉球海溝の西， 

24°47.05'N ~ 24°48.07'N および127°20.85'E ~ 
127°22.17'E の範囲の海域，KH-95 - 02，St. 807，水深 

3,923 ~ 4,123 m,1995 年 7 月13 日採集,CBM-ZC� 

また比較検討標本として以下の標本を観察した： 

]オス，イースタ—島沖(東太平洋），水深4，143 m, 
MNHN Pg,パリ自然史博物館蔵。 

イギヨウシンカイヤドカリ属の標徴 

本属 T y l a s p i s の標徴は以下のようである 

(Lemaitre4)による）。 

標徴：11対の葉鰓をもつ。シールドと甲後半部 

は部分的に癒合しよく石灰化する。額角はよく発 

達する。鰓蓋は膜状。シ—ルドは強く盛り上がり， 

深くてよく石灰化した頸溝(cervial groove)とlinea 
transversalisによって囲まれる。甲後半はめだった 

線(linea)や溝(sulci)はなく，側縁部はアーチ状をな 

す。眼棘はあるが退化的。第1，2触角は眼柄よりも 

はるかに長い。第2触角の第4節は無棘。鉗脚根元 

にある胸板(thoracic sternite)は幅が狭tゝ。第2，3脚 

の根元にある胸板(sternite)は，中庸に幅広い。第4， 

5脚の根元にある胸板は，横に長く（=正中線に対 

して直角方向)，棒状で，中心部のくぼみで左右に分 

かれ,第5脚の根元の胸板は，その前にある胸板と 

大きく離れる。歩脚(第2，3脚)は非常に長く，第3 

脚は第2脚よりはるかに長tゝ。腹部表面は基本的に 

膜状であるが，第1腹節の上板(tergite)と第2腹節 

の側板(pleura)は,やや石灰化する。尾肢と尾節は左 

右相称。オスにはよく発達した有対の第1,2腹肢 

(ニ生殖肢)があり,左右不相称の第3，4，5腹肢が 

あり，左側第3，4，5腹肢はニ叉型，右側第3,4， 

5腹肢は退化的で小さな突起状。メスは第1腹肢を 

欠き，第2〜5腹肢は有対で，左右相称(小型個体） 

または不相称(大型個体)。 

模式種：イギョウシンカイヤドカリTylasp i s 
anomala Henderson, 1885 

分布:太平洋 

イギヨウシンカイヤド力リの種としての特徴 

Tylaspis anomalaの種としての特徴は，上記の属 

の標徴に加え，次のようになる（Lemaitre4)による。 

一部日本産標本をもとに補足)。 

種の特徴 

シ一ルド:上面は強く盛り上がり，上面側部にt、 

くつかのこぶ状の突起があり，しばし1から数個の 

小棘がある（図2A，C)。額角は三角形で突出し，中 
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図2令イギヨウシンカイヤドカリ，抱卵半，シー 

ルド長，12.35 mm,沖大東海嶺の南西沖, 

CBM-ZC。頭胸部とその付属肢:A,上面;B, 
下面;C,左側面. 

Fig. 2 rytasp/'s anomata Henderson,1 885: 
ov.半，SL = 1 2 . 3 5 mm, SE off Oki-no-
Daito-Ridge, CBM-ZC. Cephalothorax 
and its appendages: A, dorsal; B, 
ventral; C, left lateral. 

央正中線は隆起線を成しu則角よりはるかに前方に 

出る（図2A)� , 
甲後半部(posterior carapace)：上面中央部は.なめ 

らかであるが，上面側方部は広く小棘で覆われる 

(図2A)�鰓蓋部は，sulcus verticalisで前半と後半に 

わかれる（図2C)� 

眼:眼柄は'シールドの半分に満たなt、長ざで，眼 

には色素がある。 い . , ‘ 

第1触角：非常に長く，,2番目の節（penultimate 
segment)が眼の先端よりも前方へおよそその半分 

の長さ突出する（図1，2A)� 

第2触角：非常に長く，第5節がその根元約0.3, 

眼の先端に達するか越える（図1，2A)�触角棘は非 

常に長、くその根元約0.3〜0.5の部分が，眼の先端 

に達するか越える。 

第3顎脚:坐節の櫛状歯はよく発達し10数個の 

先端が角質の歯からなる。底節と基節にもそれぞれ 

1歯ある。口上棘は無棘。 

鉗脚(第1脚）：全体的(こ毛が少なく，右が大きt夂 

右はさみ(図3)は，指節および不動指先端は内側に 

曲がり小さな角質爪におわり，上面と下面に目立つ 

棘はなく，かみあわせ部分には^^規則な大きさの石 

灰質の歯数個.と先端部分の小さな角質歯列がある; 

掌部は上面と下面に目立つ棘はないが,内面に不規 

則な.2〜3小棘列がある；腕節には上面と下面にた 

くさんの小棘があり，上面先端近くに横断的な小棘 

列がある；長節には上面と外面にたくさんの小棘が 

あり，下面の内側にやや大きt、棘の列がある；坐節 

には上縁と下面に棘がある；基節には下面に小棘が 

あ“a o 
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図3簪イギヨウシンカイヤドカリ，抱卵半，シールド長，12.35 
mm,沖大東海嶺の南西沖,CBM-ZC。右鉗脚:A,はさみ部 

と腕節先端,上面;B,内面;C,外面. 

Fig. 3 Tylaspis anomala Henderson,1 885: ov .4 , SL = 
12.35 mm, SE off Oki-no-Daito-Ridge, CBM-ZC. 
Right chel iped: A, chela and distal port ion of 
carpus, dorsal; B, mesial; C, lateral. 

左はさみ(図4)は，指節および不動指先端は小さ 

な角質爪におわり，上面と下面に目立つ棘はなく， 

指節のかみあわせ部分には角質歯列があり，不動指 

のかみあわせ部分には規則的に並ぶ石灰質の小さ 

な歯とその間にある棘質の歯がある；掌部は上面と 

下面に目立つ棘はないが,内面上部に不規則な小棘 

列がある；腕節には上面にたくさんの小棘があり， 

下面にも小棘が散在する；長節には上面と外面にた 

くさんの小棘がある；坐節には上面に棘があり，下 

面にも数棘がある；基節には下面に小棘がある。 

歩脚（第2 • 3脚）（図2B，5):左右はほぼ同じ形 

態で,第3脚は第2脚よりはるかに大きtゝ。指節は 

上縁に小棘と剛毛の列があり，上縁の外側および内 

側の先の方に長毛列がある。前節，腕節，長節にはす 

るどIゝ棘が不規則に列をなして並ぶ。坐節は0〜数 

個の棘がある。基節には下面に小棘が散在する。 

第3脚の胸板の前葉（anterior lobe)(図2 B) ： 0 ~ 

図4令イギヨウシンカイヤドカリ，抱卵半，シ一ルド長，12.35 
mm,沖大東海嶺の南西沖,CBM-ZC。左鉗脚：A,内面;B, 
上面;_C,外面. 

Fia. 4 Tylaspis anomala Henderson,1885: ov.年，SL = 
12.35 mm, SE off Oki-no-Daito-Ridge, CBM-ZC. 
Left cheliped: A, mesial; B, dorsal; C, lateral, 

数個の棘がある。 

第4脚:半はさみ状(semichelate)で，指節は鋭t、 

かぎ爪状におわり，下縁に3〜5小棘がある。前節下 

縁部先端に大きな棘があるが,やすり状構造を欠く。 

第5脚：はさみ状をなし，指節と前節には数個の 

角質小棘からなるやすり状構造がある。 

尾肢:ほぼ左右相称で2〜3列の角質小棘からな 

るやすり状構造が外肢と内肢にある。 

尾節：ほぼ左右相称で長方形に近い形で，横のく 

びれ（transverse suture)と後端部中央部のわれめ 

(median cleft)ともに欠く。 

腹肢：属の標徴に同じ。 

生時の色彩（図6)：全身が赤い。 

備考 

今回,初めて生時の色彩が記録された。 

また今回初めて，抱卵メスが採集された。本種の 

メスは有対の腹肢をもつが左側が発達すること力、 

ら，他のォキヤドカリ同様左側の腹肢に卵を付ける 

であろうことが推測されていたが,実際そうである 

ことが今回の標本から明らかになった。 

.書‘バ 
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